
令和5年度
【神戸市】認知症地域支援推進員活動報告

【神戸市】の認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員：95名

２ 認知症地域支援推進員の役割

・認知症ケアパスの配布（区、地域包括）

・認知症サポート医、認知症疾患医療センター等との連携

・認知症ライフサポート研修の企画・運営（区、地域包括）

・「高齢者安心登録事業」（行方不明の心配がある高齢者の事前登録、メール配信事業）に

おける申請受理、利用者本人との面談（地域包括）、登録情報管理・メール配信（市社協）

・認知症初期集中支援事業における対象者の抽出、チーム員（医療・介護推進財団、市社協）、

初期集中支援チームとの連携（地域包括）

・認知症カフェの後方支援

・認知症高齢者等声かけ訓練の企画･実施（区、地域包括）

⚫

⚫

報告者氏名：神戸市福祉局高齢福祉課 山下祐輝
（具体的活動報告）：御影北部あんしんすこやかセンター

令和5年度 認知症地域支援推進員活動報告書



【神戸市】認知症施策の体系

日常の支援者

◎その他の社会資源
・KOBEみまもりヘルパー事業（介護保険外サービス）
・若年性認知症事業（デイサービス等職員・ケアマネジャー向け研

修、交流会・サロン
（神戸市社会福祉協議会・老人保健施設主催の２か所））
・県警による取組み（支援対象者情報提供制度）

認知症の人にやさしいまちづくり条例の４つの柱にそって、施策を展開

予防及び早期介入

・WHO、神戸医療産業都市、大学、
研究機関等との連携による取り組み

治療及び介護の提供

・早期診断体制の確立
・認知症初期集中支援チーム
・認知症疾患医療センター（市内７か所に設置）

事故の救済及び予防

・認知症と診断された人による事故に関する救済制度の創設
・認知症の疑いがある人の運転免許自主返納推進
・移動手段の確保等、地域での生活支援

地域の力を豊かにしていくこと

・交流できる環境や社会参加の場の整備
・中学校区単位での認知症高齢者等への声かけ訓練の実施
・行方不明高齢者早期発見事業の実施
・市民への啓発、児童、生徒への教育の推進
【取組例】
認知症カフェ（34か所）、認知症サポーター（約13万人）、
認知症ケアパスの作成・配布、認知症地域支援推進員の配
置（95人）、高齢者安心登録事業（捜査協力者約720名登

録）、行方不明者緊急保護事業、認知症高齢者等声かけ訓練

認知症サポート医

認知症疾患医療センター

７か所

相談・助言

か
か
り
つ
け
医 本人・家族

治療・支援

ケアマネジャー

保健福祉課 各区（保健師等）

認知症初期集中支援チーム

医療介護サポートセンター９区

※各区医師会運営

こうべオレンジダイヤル
（専門職による認知症に関する

総合電話相談窓口）

地域支援推進員
（地域包括支援センター）



令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

標題 認知症サポートネットワークを中心に地域で認知症の方を支える

笑顔をつなぐネットワーク会議（認知症サポートネット）発足（H23）
当時、地域で徘徊を繰り返していた方を支えるためにできたネットワーク

☆メンバー：交番・隣接地区の店舗・認知症家族の会・民生委員・銀行・介護保
険事業所・居宅介護支援事業所・センター職員など

☆活動内容
・認知症の個別ケースの支援方法などについて情報共有
・男性介護者の集いの立ち上げについて話しあう
・地区ネットワーク会議との合同研修の開催
・認知症サポーター養成講座開催

活動を続ける中でメンバーより
地域の高齢者のための集いの場が必要！
認知症カフェを立ち上げたい！

との声が上がる。
⇒えがお喫茶（認知症カフェ）立ち上げ（H28)

・毎月第3土曜日の午後、地域の高齢者施設のホールにて
開催
・ボランティアによるギター演奏での歌声喫茶
・手話歌や脳トレ
・毎回30～50名の参加



・令和5年4月 地域ケア会議開催

テーマ
地域の認知症に関する現状等、地域の持つ課題、集いの場の再開について

コロナ禍の中、地域の集い場が活動休止。
・交流が途絶えた。マスク越しで記憶に残

らない。
・認知面の低下が進んだと感じる人が多く

心配
・閉じこもってしまっているのか、最近姿

を見かけなくなった。
・足が弱ったから出かけられなくなったと

の声を聞くことが多い。
などの報告があった。

令和5年5月、コロナが5類になったことに合わ
せて認知症カフェを再開

5月：ギターの生演奏による歌声喫茶
6月：認知症疾患医療センターの職員による
勉強会の実施

参加者が個別に講師に相談され、認
知機能検診の受診に繋がった

・山の手で集いの場が少ない

・活断層に囲まれており、土
砂災害警戒区域を含んでいる。
こうした環境の中、認知症

独居の方の避難のことが心配。

・認知症独居の方が近隣の
スーパーで問題行動をしてい
る。

地域ケア会議の開催
7月：認知症のある支援困難事例について
9月：認知症と防災



令和5年度 笑顔をつなぐネットワーク会議を中心とした活動

☆5月：えがお喫茶の再開
（以降毎月第3土曜日開催）

☆6月：元気アップクラブ（介護予防体操）の再開
（以降毎月第1金曜日開催）

☆7月：地域ケア会議（認知症のある支援困難事例について）
参加者18名

☆8月：夏まつり

☆9月：地域ケア会議（認知症と防災）
参加者20名

☆11月：認知症サポーター養成講座
参加者10名



• 最後に・・・

・私たちセンター職員は業務を通して地域を知ることが殆どである。そこに暮らす地域の方は実感として地
域課題を把握されている。センター職員にとって地域の方々との交流、こまめな情報交換、情報共有が大
切であることをあらためて実感している。

・地域の方のみならず、近隣の店舗・医療機関・高齢者施設など、様々な関係機関との連携の大切さも
再確認した。地域の集い場に認知症疾患医療センターから出向いて頂いたり、近隣の店舗の方からタイム
リーに気になるケースの情報提供があったりしている今の関係性を今後も大切にし、認知症の方もともに暮ら
せる地域づくりに取り組んでいきたい。

・笑顔をつなぐネットワーク会議が発足して10年以上になる。これは地域に暮
らす認知症のAさんを地域で支えたいとの思いから発足したネットワークだが、
定期的な話し合いを重ねる中で、地域の高齢者のための集い場の必要性、地域
に暮らす認知症高齢者の現状の共有、その他さまざまな地域課題の共有がなさ
れていった。

・認知症の方を笑顔で囲みたい、地域で繋がっていきたいとの強い
思いをネットワークのメンバーが共有し続けていることで、コロナ
禍を経ても地域の繋がりがしっかりと継続できていると感じている。
この繋がりは地域の大きな力になっていると思っている。

笑顔をつなぐネットワーク会議の活動を振り返って


